
取り付け手順

①
②

③

アクセルペダルＮＥＯ

取り扱い及び取り付け説明書
ＮＰ７１１２１

車種
・アクア（ＮＨＰ１０） ・ヴィッツ（ＮＣＰ/ＫＳＰ/ＮＳＰ/ＮＨＰ１３＃）

④

参考取付時間　0.5ｈ

・ハイラックス（ＧＵＮ１２５）

・C-HR（ＺＹＸ１０/ＮＧＸ５０）

⑤

⑥ Ｎｏ 個数
① １
② １
③ ２
④ １
⑤ １
⑥ １

品名

熱収縮チューブ　１０ｃｍ

スプリングピン

アクセルペダルＮＥＯ
ストッパー
キャップボルト　Ｍ５×Ｌ１０

六角穴付き止めネジ　Ｍ４

１．アクセルレータに接続されているカプラー

　　を取り外します。

２．矢印のボルトまたはナットを取り外し、アク

　　セルレータペダルアセンブリを取り外します。

※取り付けの際は､必ずエンジンを停止後､イグニッション

　
ＯＦＦの状態で行って下さい。

アクセルレータペダル

アセンブリ

※車種により、左上のボルト、またはナットが無い

　場合があります。



３．φ４のポンチを使用して純正アクセルペダルを

　　固定しているスプリングピンを打ち抜き、アク

　　セルレータペダルアセンブリから取り外します。

※アクセルレータセンサに衝撃を与えないように

　スプリングピンを打ち抜いて下さい。

φ４ポンチ

Ｃ－ＨＲ の取り付け手順

４．アクセルレータロッドにアクセルペダルＮＥＯ

    ①を差込み、スプリングピン④で固定します。

６．アクセルレータアセンブリを取り外しと逆の手順

　　で取り付けます。

①

④

※アクセルレータセンサに衝撃を与えないように

　スプリングピンを圧入して下さい。

７．アクセルレータにカプラが接続されている事を

　　必ず確認して下さい。

　
純正ナット・・・７.５Ｎ・ｍ（０.７６ｋｇｆ･ｍ）

締め付けトルク
純正ナット

純正ナット

純正ナット

①

※アクセルペダルＮＥＯ①の裏側にある、六角穴付き

　止めネジ⑤部を除く、矢印のネジ穴は使用しません。　

⑤

⑤

５．アクセルペダルＮＥＯに付属の六角穴付き止め

　　ネジ⑤を取り付け、アクセルレータロッドを

　　固定します。

注：六角穴付き止めネジには、「ねじゆるめ止め剤」

　　を塗布して締め付けて下さい。
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アクア、ヴィッツ、ハイラックス の取付手順

①

③

②

①

④

純正ボルト

４．付属の熱収縮チューブ⑥を１／２（約５ｃｍ）

　　にカットし、「３．」で取り外したアクセル

　　レータのロッドの先端部に差し込み、ヒートガン

　　等を使用してチューブを収縮させます。

５．収縮チューブを取り付けたアクセルレータロッド

　　のピン穴部のチューブを、カッターナイフ等を

　　使用して取り除き、アクセルレータロッドと

　　アクセルペダルＮＥＯ①をスプリングピン④で

　　固定します。

⑥

ピン穴部

注：熱収縮チューブの取り扱いは、別紙「熱収縮

　　チューブの使用方法」を必ずお読み下さい。

※アクセルレータセンサに衝撃を与えないように

　スプリングピンを圧入して下さい。

６．アクセルペダルＮＥＯ①に六角穴付き止めネジ⑤

　　を取り付け、アクセルレータロッドを固定し、

　　ストッパー②をボルト③で取り付けます。

⑤

※六角穴付き止めネジには、「ねじゆるめ止め剤」

　を塗布して締め付けて下さい。

※ストッパー②はアクセルペダルＮＥＯの形状に

　合うように取り付けて下さい。

　
ボルト③・・・５Ｎ・ｍ（０.５ｋｇｆ･ｍ）

締め付けトルク

７．アクセルレータアセンブリを取り外しと逆の手順

　　で取り付けます。

８．アクセルレータにカプラが接続されている事を

　　必ず確認して下さい。

９．エンジン停止状態～イグニッションＯＮ状態

　　にて、アクセル全閉⇔全開を数回行って下さい。

　　

　
純正ボルト・・・７.５Ｎ・ｍ（０.７６ｋｇｆ･ｍ）

締め付けトルク





熱収縮チューブの使用方法

1

3 2

※① ② ③ は加熱の順序を表します。

熱収縮チューブ

ペダルシャフト

■使用方法

熱源はヒートガン、ドライヤー、トーチランプ、電熱器などをご利用下さい。
収縮チューブを挿入した被覆物の中心① より両端② ③ へ加熱し収縮させて下さい。
（図Aをご参照下さい）加熱は局部的にならぬよう均一に加熱して下さい。

<付属品熱収縮チューブ仕様>

・収縮温度　：　120℃
・使用温度範囲　：　 －50℃～80℃ 　

熱源図A


